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 要  旨 
単分子磁石の候補の一つとして 4f-3d 系錯体が
用いられる。この系の錯体において性能を評価す
る重要なパラメータであるランタノイドイオン
(4f)と遷移金属イオン(3d)との間の相互作用を求
めることが難しかったが、当研究室卒の岡澤氏ら
が 4f-3d 間の相互作用を測定する研究手法を開発
してきた。この系の錯体において重希土類を用い
た研究が多かった。そこで本研究では今までに例
の少ない軽希土類を用いた 4f-3d 系錯体である二核錯体[LnCu]と
五核錯体[Ln4Cu]（図 1）を合成し、その物性を調べた。 
[Sm4Cu]においてHF-EPR 測定を行うと図 2のような結果になっ
た。この結果から三つのエネルギー状態の遷移が見られ、Sm-Cu
間に働く相互作用パラメータは JSm-Cu/kB = 2.08(3) Kと求められた。
相互作用パラメータからエネルギーダイアグラムを描き、この遷
移を特定した。さらに[Sm4Cu]のパルス磁化測定で磁気ヒステリシ
スを観測し(図 3)、交流磁化率測定で周波数依存が観測された。よ
って[Sm4Cu]は単分子磁石といえる。 
なお、一次元鎖状構造を作る salen 型オキソバナジウム錯体の研
究も行った。X 線結晶構造解析によってハロゲンを導入すると原
子間が近接し、この系では最大級の強磁性的カップリングが得ら
れたことを示した。 
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図 1 五核錯体[Ln4Cu]の構造 
図 3 0.5Kでの[Sm4Cu]のパ
ルス磁化曲線 
図 2 4.2 K での[Sm4Cu]
の HF-EPR シグナル 
